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変革を支える機能
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　長瀬産業は、GHG（温室効果ガス）排出量算定・可視化クラウ
ド「Zeroboard」を展開する（株）ゼロボードに出資しています。
カーボンニュートラル達成に向け化学、自動車、電子機器、塗
料や化粧品、出版印刷、繊維、半導体関連装置等、幅広い分野に
おけるサプライチェーン上のGHG排出量可視化・削減に寄与し
ているもので、2023年度はこれまでの活動に加え、新たな法規
制である欧州電池規則に対応する新ソリューション「Zeroboard 
for batteries」を展開し、関係企業の課題解決を支援する基盤を
構築しました。

　LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）は、原材料の調達から、
生産、流通、使用、廃棄に至る製品のすべてのライフサイクル
における投入資源、環境負荷およびそれらによる地球や生態系
への潜在的な環境影響を定量的に評価する手法です。
　NAGASEグループは、取り扱い製品の環境価値を評価し、当社
のステークホルダーに対して正しくその価値を伝えていくため、
グループ全体でのLCAに関する人財育成に注力しています。
　国内のグループ製造会社向けに外部エキスパートを講師に招
き、毎年、LCA算定研修を実施しています。これまで対象会社7社
のうち6社に対してLCA算定実務を学ぶ機会を提供しました。また、

　長瀬産業が掲げるカーボンニュー
トラル達成に向けて、オンサイト

PPA・バーチャルPPAを導入しました。PPA
とはPower Purchase Agreementの略で、「電力

購入契約」と訳されます。
　オンサイト PPAとしては、産業用蓄電池を併用した再エネ供給
事業の実証をグループ製造会社である福井山田化学工業（株）で
開始しました。これは工場敷地内に太陽光パネル（497kW）並び

に、蓄電池（538kWh）を設置し、工場に電力を供給する自家消
費型オンサイトPPAのビジネス実証です。
　また、長瀬産業は（株）クリーンエナジーコネクトとバーチャ
ルPPAサービス契約を締結しました。本契約は、長瀬産業の中
期経営計画ACE 2.0で掲げる非財務目標・Scope2でのゼロエミ
ッション達成に向けた取り組みの1つです。この契約に基づい
て長瀬産業は、新たに開発する非FIT太陽光発電所が創出する
追加性のある環境価値の全量を非FIT非化石証書として長期に
わたって調達します。長瀬産業では初のバーチャルPPAサービ
スの採用であり、引き続き、再生可能エネルギーの普及に貢献
をしていきます。

ション・チャレンジ」で、有志社員に対し、「LCA
初級検定」（一般社団法人日本LCA推進機構）の

長瀬産業では知識・スキルの習得支援制度「セルフ・イノベー

受験・学習支援を開始しました。
2023年7月～現在まで累計75名の
社員が参加しています。今後もLCA
推進を通じ、グループ全体での脱

　2023年4月にNAGASEグループのGHG排出量削減に向けた取
り組みをまとめた冊子「NEXT」を発行しました。
　「NEXT」は、製品・サービスのライフサイクルである、原料調
達、製造、輸送、使用、廃棄・リサイクルの各工程で、NAGASE
グループが有するGHG排出量の削減ソリューションを紹介し
ている冊子です。事業部の提案のなかで活用し、取引先との対
話を行うことで、サプライチェーン全体でのGHG削減を促す効
果を見込んでいます。
　具体的には、化学品業界において共同物流のパートナーを紹
介する「化学品AI共同物流マッチングサービス」、NAGASEグ
ループ内の製造会社で培った工場排水処理のノウハウを活か
し、取引先の潜在課題の特定・抽出に貢献する「排水ソリュー
ション」、取引先のScope2に該当する電力由来のGHG削減に貢
献する「再生可能エネルギー電力の供給/環境価値の提供」など、
様々なソリューションの一元化を進めており、今後取引先への
提案にもつなげていくことでサプライチェーン全体を通じた
GHG削減に貢献していく考えです。

　また、年々高まるサプライチェーン上のCFP（カーボン・フッ
ト・プリント）データを収集し、つなぐという必要性に応えるべ
く、広範囲での脱炭素経営支援の取り組みを行いました。その一
環として、World Business Council for Sustainable Development

（持続可能な開発のための世界経済人会議）が主催するPACT 
Implementation Program※に、富士通（株）、（株）ゼロボードと
共同で参加し、当社はノートパソコンに使用されている樹脂素
材のGHG排出量の1次データの収集や、部品単位のGHG排出量
の算出における加工メーカーへのサポートを通じてこのプログ
ラムの成功に貢献しました。今回の成果は、実際のサプライ
チェーンを対象としたGHG 排出量のサプライチェーン連携モ
デルとして国際的にも高く評価されています。

カーボンニュートラル

「Zeroboard」を活用した
脱炭素経営ソリューション

取引先のGHG削減への貢献

グループ内でLCA算定人財を育成

オンサイトPPA・
バーチャルPPA活用

※ バリューチェーン全体でのCO2 排出量の 
1次データ交換の透明性を通じて、
製品のCFP情報を企業間で連携
するパートナーシップ

（Partnership for Carbon 
Transparency）

■ LCA初級検定合格者の声

ポリマーグローバル
アカウント事業部 事業企画部 

岡部 夏奈子

LCA検定を通じ基礎知識を身に着けたことで、
グループで取り扱う製品やサービスが環境や
社会課題にどのように貢献するかを考えられ
るようになり、取引先とも新たな視点で会話
ができるようになりました。

2021年度
（2021/7~2022/11）

2022年度
(2022/10~2023/1)

2023年度
(2023/12~2024/3)

国内グループ製造会社
向けLCA算定研修

受講者 13 27 12
（累計） 13 40 52

実施済社数（累計） 2社 4社 6社

2023年7月
開講

2024年1月
開講

セルフイノベーション
チャレンジ：LCA初級
検定コース

受講者 54 21
（累計） 54 75

検定合格者 39 9
（累計） 39 48

■ LCA関連研修受講人数

炭素に向けた取り組みを加速させていきます。

■ バーチャルPPAのスキーム図

■ GHG排出量のサプライチェーン連携モデル

NAGASEグループは商社機能に加え、製造・加工機能を有することから、「商社業／製造業」と「可視化／削減」の2軸4象限に分類
し、「NAGASEグループカーボンニュートラル宣言」のもと、目標達成に向けて取り組んでいます。

商社
可視化

製造
可視化

商社
削減

製造
削減

｜　価値創造の実践　〜企業風土の変革／変革を支える機能〜　｜　カーボンニュートラル　｜



　会長がオーナーとして世界各国で従業員エンゲージメントに
ついて現地従業員と対話を行いました。また日本各地でコロナ
禍入社の若手社員との対話会も行われました。内容は仕事の話
だけでなくプライベートにまで拡がり、トップマネジメントの失
敗・成功体験談を直接聞くことは、それぞれの従業員の刺激とな
り、満足度の高い機会となりました。

　各組織の向上施策にスポットをあて、エンゲージメント向上ノ
ウハウをイントラネットにて動画で配信し、活動内容のシェアと
従業員エンゲージメント向上に対する意識の浸透を推進してい
ます。これまで、上司と部下の1on1ミーティング、事業本部長と
の対話会、若手勉強会、事業創造会議、ナレッジシェアツールの
活用、メンター制度など本社を中心に各組織の取り組みを発信
してきましたが、2023 年度は、国内外のグループ企業の活動に
もスポットをあて、エンゲージメントをテーマにしたランチミー
ティングやフォーラムの様子などをグローバルに届けました。グ
ループを挙げてエンゲージメント向上の気運を醸成しています。

従業員エンゲージメント向上

The Engagement JOURNAL.で事例を共有

　取締役をオーナーとし、グローバルの従業員をメンバーおよび
事務局として、約 10 名で構成されたプロジェクト委員会を設置
しています。ここでは NAGASEグループ全体の従業員エンゲー
ジメント向上を目的とした活発な話し合いが、地域・会社・役職
の垣根を超えて定期的に話し合われており、新しい対話会の企
画や、各種取り組みも立案および実施されています。2023 年度
は国内外グループからプロジェクトメンバーが東京本社に集結
し、対面にて現状と今後について話し合うグローバルサミットも
行われました。

従業員エンゲージメント向上プロジェクト

　社長が会社の現状および今後向かう方向性や、今抱いている
思いを四半期毎（＝Quarterly）に1 枚の紙に描き、「Q ペーパー」
と表して従業員に向けて自身の声で直接発信する立食対話会を
全国各地で行いました。ここでは心理的安全性が高い空間の中
で、熱を帯びた自由闊達な意見交換が組織横断的に行われ、“つ
ながり”からイノベーションを生み出す当社のDNA が育まれてい
ます。加えて、今後は社長と従業員とのスモールな対話を一層
拡充していきます。

社長との立食対話会 N-Meetup !!

国内外グループ従業員との対話会As is, To be

NAGASEグループでは、持続的成長の
実現には従業員エンゲージメントの
向上が最重要であると認識し、｢会社

（組織）と従業員が相互に理解し合い、
お互いを高め合う状態｣を目指してい
ます。2021 年度よりグループ横断プ
ロジェクトを立ち上げ、サーベイ結果
にもとづく各種取り組みを行ってい
ます。

• より一層高い「働きがい」による会社
と従業員の双方の自律的成長が実
現されている状態

• 継続してエンゲージメントサーベイ
が実施され、結果にもとづく向上活
動のPDCA がより組織に根付き回す
ことができている状態

As is To be （2025 年度“ありたい姿”）
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　2022年より、（社）日本パラ陸上競技連盟 （公）東京陸上競技協
会が主催する「NAGASEカップ陸上競技大会（WRkワールドラン
キング対象・WPA公認）」（以下、「NAGASEカップ」）への特別協
賛を通じた社会貢献活動に取り組んでいます。
　NAGASEカップは、「誰もが参加できるインクルーシブな大
会」をコンセプトに掲げ、障がいの有無や年齢、国の垣根を超え
てアスリートが競い合う陸上競技大会です。2023年に東京・国
立競技場で開催した第2回大会では、国内外からパラアスリー
ト約450名を含む計1,424名の選手が出場し、世界記録をはじめ
多くの記録が誕生しました。2日間で延べ約6,600名が来場し、
新設した小学生の部では、120人の子どもたちが元気いっぱい
にグラウンドを走る姿に大きな声援が送られました。また、大
会にはNAGASEグループ社員など約50名がボランティアで参加
し、大会運営のサポートを行いました。

　NAGASEグループは、2018年にブラインドランナーの和田伸
也選手を社員として迎えてから、様々なスポーツ支援や関連す
るイベント開催を行ってきました。障がいの有無に関わらず記
録に挑むアスリートの気概やその活躍が社会に与える影響を体
感してきたからこそ、社会に提供できるものは何かと考えス
タートしたのが、NAGASEカップです。今後もアスリート、観客、
ボランティアの誰にとっても“新しい体験、価値観との出会い
の場”として本大会が成長していけるよう、継続して取り組ん
でいきます。

ステークホルダーとの対話

陸上競技大会「NAGASEカップ」への特別協賛

対話の一覧表
ステークホルダー 提供価値 主な対話の機会

従業員

● 安全で働きやすい職場環境
● 従業員が明るく、楽しく、活き活きと仕事が出来る環境
● 従業員とその家族が誇りを持って語れる企業集団

● 年度方針説明
● 従業員エンゲージメントサーベイ
● 従業員向け研修（階層教育・理念教育など）
● マネジメントとの対話の機会、イベント
● 従業員同士の対話会、交流イベント
● 社内ポータルサイト・社内報
● 内部通報制度・相談窓口

取引先

● 取引先を深く理解し、幅広い可能性を追求できる協力関係
の構築

● バリューチェーン全体で取組むべき課題や社会課題に対す
るソリューション

● 日々の営業活動
● 展示会・オンラインセミナー
● Webサイト
● お取引先との継続的対話
● Ecovadis・Sedex・CDPサプライチェーンプログラムへの対応

社会・消費者

● 遵法・倫理経営を実践し、地域社会の発展に貢献
● サプライチェーンに関わる人々の権利、健康、快適さに配慮
● 安心・安全で温もりのある社会実現に向けた製品・サービス

【業界団体との関わり】
当社の代表取締役社長執行役員は日本貿易会の常任理事を務
めています。当社は、サステナビリティ推進委員会のメンバー
として、委員会活動に参加し、活動推進に参画しています。

● 社会貢献活動（「NAGASEカップ」への特別協賛↓）
● 地域イベントなどへの参加・協賛
● 文化保護活動（林原美術館など）
● 科学技術者の支援（長瀬科学技術振興財団など）
● 次世代化学専門人材の育成支援
　（出前授業やコンクール協賛）など

株主

● 透明性の高い経営体制と適時・適正な情報開示による信頼
と安心

● 経済価値・社会価値の向上を両立し、継続的な事業創造によ
る企業価値の最大化

● 株主総会
● IR説明会（決算説明会・個人投資家向け説明会）
● 機関投資家・アナリストとのスモールミーティング
● Webサイト（IR・投資家情報）
● 統合報告書の発行

｜　価値創造の実践　〜企業風土の変革／変革を支える機能〜　｜
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和久田● 企業の成長や競争力の源泉である人的資本の重要性
が叫ばれていますが、野々宮さんはどのようにお考えですか。
野々宮● 日本は資源のない国と言われますが、実は人財という
資源についても圧倒的に不足していると思っています。これま
で日本企業の人事部は、人事制度を定めてそれを確実に運用し
てきました。ただ、人的資本を強化していくためには、ただ運
用するだけではだめで、抜本的な意味で人事戦略を改革してい
く必要があると私はみています。
和久田● 経営戦略や事業戦略と人事戦略をいかに連動させる
かは、当社の課題の一つです。新たに導入した事業部CHRO制
度では、各事業部内に人事担当（事業部CHRO）をアサインして、
人事総務部所属のHRBP（HR Business Partner）と連携し事業戦
略の実現のための人財育成や組織改革を提案、実行しています。
また、長瀬産業では24年度から新人事制度をスタートしまし
た。組織を統括する「マネジメント人財」のキャリアパスに加え
て、高度な専門性を持つ「スペシャリスト人財」が専門性を追求
できるキャリアパスも用意しました。

野々宮● NAGASEには「商社」、「製造」、「研究開発」の機能があり
ますが、結局はそれを担う「ひと」が最も重要な資本といえます。
人事制度には絶対的な正解はありませんが、キャリアパスとい
う観点で、従業員一人ひとりが何をモチベーションにしている
かを観察・理解したうえで対応するのは大事ですね。また、カ
ルチャーやビジネスのミックスという点で今取り組んでいる事
業部と人事部門の連携強化も優れた施策だと私は思います。

従業員の多様性を尊重
やりがいを感じて働ける環境づくりとは

和久田● 野々宮さんが当社従業員との交流の機会を持たれる
中で、NAGASEグループの人財をどう見ていらっしゃいますか。
野々宮● 従業員の皆さんとお話させてもらうと、個性が豊かで
ユニークであることを感じますが、それでいてNAGASE独自の
カルチャーがしっかり醸成されているという印象です。なかで
も素晴らしいと思う点は、従業員同士の信頼関係の強さです。
比較的大きい企業でありながら、従業員同士の距離も近く、一
体感がある。また、これからのNAGASEを担う次世代の人たち

を見ていると、選手層がとても厚く、頼もしいなと感じています。
和久田●「層が厚い」というのは大変嬉しいお言葉です。一方、
グローバルに展開するうえでは、NAGASEのカルチャーには変
化も必要であると感じています。
野々宮● グローバルビジネスにおいては、信頼関係による「あ・
うんの呼吸」に甘んじるのではなく、自分の意思をきちんと言
葉にして伝えないと相手には伝わらないですね。異なる環境で
育ち、異なる思考を持つ様々な人たちが、お互いに疎外感を味
わうことなく働けることも、NAGASEのダイバーシティの重要
な要素だと思います。
和久田● はい、世界中の多様な従業員がお互いを信頼し、臆せず
挑戦し、日々やりがいを感じて働けるNAGASEグループであるた
めに、環境や文化の垣根を超えた様々な施策を実行していきます。

D＆Iをグローバルに推進

和久田● 新たに取り組むこととして、海外研修制度のクロス
ボーダー化があります。これまでは、本社勤務の日本人従業員
が、日本国外にあるグループ拠点に半年間滞在し、現地の生活
や仕事を経験できる制度でしたが、この制度の対象者を、世界
中の従業員に拡大します。
野々宮● 優秀な従業員を研修に送り出すことのできるNAGASE
には組織としての“余裕”があると感じています。人財育成とい
うのは、一足飛びにはいきませんが、できることから実施する
ことは重要だと思います。
和久田● グローバル化が叫ばれる中、日本では外国人従業員を
受け入れる前提の環境になっているか？という点に気づかされ
たりと、新たな課題も見えてきました。
野々宮● これから実際に新しい海外研修制度が運用されてい
くのだと思いますが、どのような効果を狙っていますか。
和久田● 異なるバックグラウンドを持ち、文化や思考、価値観
の異なる従業員同士が今まで以上に交わることで様々な化学反
応が起きるはずです。NAGASEらしいユニークなイノベー
ションが生まれることを期待していますし、それがまさに我々
の目指す“多様性の価値”だと思っています。

ジェンダーギャップの解消は
採用時点から女性比率の向上を

和久田● ジェンダーギャップの観点でみると、NAGASEにはど
のような印象をお持ちですか。
野々宮● 昔からの私立男子校が突然共学になったような雰囲
気ですね（笑）。コーポレートガバナンスコードには女性管理職
比率の向上がうたわれていますが、役員や管理職の女性比率を

上げようにも一朝一夕には実現しません。一方で、新入社員の
採用時点で女性比率を高めることで、早期に結果が見えるので
はないでしょうか。
和久田● おっしゃる通りです。新卒採用では、そもそも女子学
生からの応募が少ないという現状をふまえ、23年度は当社で活
躍する女性社員の一日を動画で紹介するなどの取り組みを実施
しました。その結果、2023年度の女性の応募数が前年比で30％
増、2024年4月入社の新入社員は、採用者数全体の60％以上が
女性という成果に繋がりました。

エンゲージメント向上が成長のドライバーに

和久田● NAGASEは長い歴史の中で成長し事業を拡大してきま
した。めまぐるしく変化する時代においてはそこに従業員エン
ゲージメントが伴ってこそ、さらなる従業員の成長、企業価値
の向上に繋がると考えます。働きやすさの改善を目的としたオ
フィス環境整備やリモートワークなどの制度拡充により、エン
ゲージメントスコアは上昇した中、23年度のサーベイで最もポ
イントが伸びたのは「学びの機会」に関する項目です。上島社長
が従業員の学びの場づくりに積極的であることは、我々のモチ
ベーションになっています。
野々宮● 上島社長の従来の考え方にとらわれない改革には、社
内外から高い期待が寄せられていると思います。「N-Meet up!!」
などの取り組みを通じて従業員と直接向き合い理解を引き出そ
うとしている点が素晴らしいと思いました。立場や年齢を超え
たコミュニケーションは従業員にとって良い刺激にもなります。
和久田● はい、上島社長と従業員の交流会「N-Meetup‼」はワ
インやチーズを用意したカジュアルな雰囲気のなかで、社長の
目指す変革について自ら語っていただき、従業員は直接質問す
ることができる機会です。従業員が自身のキャリアと紐づけて
戦略や変革を自分ごと化できるよう、これからもこうした対話
の機会を継続して設けていきたいです。
野々宮● 学びの場や対話の機会の提供に通じることですが、パ
フォーマンスへのフィードバックをくれる、「個」に向き合って
くれる会社であることはエンゲージメントの向上において大切
なことであり、従業員の会社へのエンゲージメント、つまり企
業価値の向上に繋がると言えます。
和久田● NAGASEがステークホルダーの皆さんに選ばれる魅力
的な企業グループであり続けるために、これからも人的資本に
積極的に投資していきます。変革をリードするイノベーティブ
でグローバルな人財が活躍するNAGASEに、ぜひご期待ください。
野々宮● 歴史の長いNAGASEにとって重要なことは、まずアク
ションを取ること、チャレンジすること。既に改革が実践され
ており、NAGASEの今後の進展に、ますます期待しています。

対談 従業員一人ひとりの成長が飛躍のカギ

執行役員 
人事総務本部長

和久田 利夫
Toshio Wakuda

社外取締役 

野々宮 律子
Ritsuko Nonomiya

戦略の実行を支える人事施策を

｜　価値創造の実践　～企業風土の変革／変革を支える機能～　｜　対談　NAGASEの人的資本経営　｜
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　“質の追求”をテーマに推進しているACE 2.0のこれまでの3
年間で、当社の人財の質は確実に上がっていると、手応えを感
じています。ACE 2.0スタートに当たり、“個”、そして“集団”と
しての質を追求していくために、3つの課題を定めました。一つ
目は「人財」そのものについて――環境が激しく変化する中、前
例や過去の成功体験に囚われることなく変革をリードできる、
イノベーティブでグローバルな人財をいかに強化していくの
か。二つ目は「環境」――従業員が快適で安全に、そして創造性
をいかんなく発揮できるワークプレイスや働き方をいかに実現
するのか。三つ目は「文化」――様々なバックグラウンドや価値
観を持つ多様な人財が、自分らしく活き活きと、勇敢にチャレン
ジする風土をいかにつくるのか、です。この3つの課題を踏ま
え、取り組みを進めています。

「人財」「環境」「文化」を軸に変革を推進

◆	人財　～知る・学ぶ機会の充実 
成長機会の提供～

　まずは従業員の「知る」機会の充実として、「なぜNAGASEグ
ループは今、変革が必要なのか」を、社長自ら発信し、従業員
と対話するグループ社員交流会「N-Meetup‼」を継続的に開催
しています。東京、大阪、名古屋、そして国内外のグループ会
社において、経営陣の考えや想いを社員と共有し、両者の理
解や距離間を縮めることを目的としています。
　従業員の「学ぶ」機会の充実としては、ビジネススクール研
修のみならず、リベラルアーツ系の研修派遣も充実させてい
ます。組織の変革は一人だけでは達成できません。周りを巻
き込み、他者の行動にも影響を与える人間力の向上が狙いで
す。また、従来の階層別研修に加えて、年齢や職掌などにかか
わらず、学ぶ意欲の高い社員が新しいスキルを獲得できる、

公募型の研修を増やしました。また、国内だけでなく、海外拠
点においても学習機会を拡充しています。従来、本社の従業
員のみが対象であった海外研修制度も、全世界・クロスボー
ダーで行えるように改定しました。年々海外事業の比率が高
まるなか、世界中のナショナルスタッフの成長は、当社の成
長に直結する重要な要素です。
　成長機会の観点では、適所適材な配置を実現するために、
グローバルレベルでのタレントの可視化、重要ポストのサク
セッションプランニング、そして若手優秀層の早期登用を推
進しています。

◆ 環境　～横の交流の活性化を促し、
　　“ ユニークネス”を追求する～

　2021年度より長瀬産業においてその日の働き方に合わせて
オフィス内の働く場所を自由に選択できるABW（アクティビ
ティ･ベースド･ワークプレイス）を導入しました。これにより、
階層や部門の壁がなくなり、イノベーションの創造につながる
縦と横のコミュニケーションが活性化しています。東京本社か
らスタートし、2023～2024年度には名古屋、大阪でもオフィス
環境をアップデートしています。
　また、リモートワークやシフト勤務、時間単位有給に加えて、
従来一部の研究職に限定して導入していたフレックス制度を、
子育てや介護をしながら働く層にも拡大するなど、より柔軟な
働き方ができるよう、各種制度の拡充も進めています。

◆ 文化　～多様性がイノベーション創出のカギ
 ジェンダーギャップ解消へ～

　2024年度より人事制度を刷新し、多様な人財一人ひとりが自
分らしく成長し、活躍できる制度として、管理職以上で役職等
級と職務等級のハイブリッド型を導入しました。将来のグルー
プ経営を担う「マネジメント人財」と、高度な専門性を突き詰め
ていく「スペシャリスト人財」のいずれもがキャリアパスを描く
ことができる制度であり、これからもアジャイルに進化させて
いきたいと考えています。
　また、意思決定の場における多様性の向上を目的として、
ジェンダーギャップの解消にも取り組んでおり、積極的な女性
の採用および定着のための施策を推進しています。人財の多様
性を実現することで、イノベーション創出とリスク管理の両面
を進化させていきます。

人的資本経営のカギは“従業員エンゲージメント”
挑戦できる機会の提供も会社の役目

　ここまで説明してきた三つの課題を解決した上で、その先に
ある目標は、従業員エンゲージメントの向上です。
　冒頭に申し上げた通り、NAGASEの価値創造の源泉は人財で
あり、従業員の可能性をどれだけ伸ばせるかが企業成長のカギ
になります。従業員一人ひとりがお客様の課題解決、そして社
会課題の解決への貢献にコミットし、その結果として自分の成
長、そしてやりがいを感じることができれば、従業員と会社が
高いエンゲージメントで繋がり、企業価値も持続的に向上する
はずです。だからこそ、従業員がNAGASEのビジョンに共感で

きるよう、また日々成長を実感できるよう、機会や環境を高い
レベルで提供していくことが会社の役割だと考えています。
　会社の方針や経営者の考えと、自身の仕事の関連性を意識す
る従業員が増えています。また、年１回実施のエンゲージメン
トサーベイの結果からは、従業員が社会課題を解決することに
高い意欲を持っていることが分かっており、NAGASEのビジョ
ンは従業員の中に確実に根付いていると感じています。

　190年を超えるNAGASEの歴史は、実は変革の歴史でもあり
ます。経営理念である“誠実正道”を揺るぎない共通の価値観と
して真ん中に持ちつつも、我々はこれからもしなやかに変化し
ていきます。人的資本の側面においても勇気を持って改革を進
め、アップデートを続けていくことで、ビジョン、“ありたい姿”
の実現を目指していきます。

執行役員
人事総務本部長

和久田 利夫
Toshio	Wakuda

中期経営計画の推進で、人財の質は確実に向上

商社、製造、研究開発の3つの機能を磨き上げることにより、
圧倒的なユニークネスで世界で存在感を出し続けるための

“個”と“集団”としての質の追求

人的資本における質の追求

人的資本戦略上の重要課題

人財 環境 文化

ものづくりの課題を素材を通じて解決する企業グループ

人々が快適に暮らせる安心・安全で温もりのある社会の実現

顧客課題・産業課題・社会課題の解決

製造・開発機能 商社機能

自社製品 パートナー素材
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2032年（創業200周年）重要課題 課題解決の要素 ACE 2.0重点施策

【人財】
　変革をリードする
　グローバルでイノベーティブな
　人財の強化

・自立的キャリア形成の仕組みづくり
・多様な能力開発機会の提供
・世界レベルでの適所適材配置
・事業戦略と採用活動の連動
・グローバルでの優秀人財の獲得/定着

など

・公募型研修の充実
・海外現地スタッフ教育の強化
・グローバル研修制度の導入
・グローバル人財ポートフォリオの可視化
・サクセッションプランニング強化
・�HRBP機能の強化、事業部CHRO制（詳細�
P.64へ）� など

・PROJECT�BRIDGE※の推進
・ドレスコードフリーの実施
・在宅勤務制度、シフト勤務制度、フレッ
クス勤務制度等対象者の拡大

・社員の健康状態の可視化と分析強化
など

・本社総合職の人事制度の改定
・各階層へのダイバーシティ研修の実施
・女性総合職の積極採用、積極登用

など

・階層や組織の壁を越えたコミュニケー�
ションが出来る環境作り

・より柔軟な働き方を実現する制度改革
・健康経営の推進

など

・従業員と経営チームの相互理解
・よりダイナミックな人財配置と登用
・高度専門人財をはじめとするキャリア
採用の強化

・D&Iの推進
など

【環境】
　快適で安全で
　創造性を発揮できる
　ワークプレイスや働き方の実現

【文化】
　多様な個性と挑戦を許容する
　文化や風土の醸成

※	オフィスと働き方のアップデートを推進する社内プロジェクト

ACE 2.0 人事戦略
人事戦略	人的資本の最大化に向けた“質の追求”

｜　価値創造の実践　～企業風土の変革／変革を支える機能～　｜　人事総務本部長メッセージ　｜



タレントマネジメント

教育訓練費・時間

　人事部内に各事業部の担当者（HRBP）を設置し、事業戦略を
理解した上で組織づくり・人財開発ができる体制を導入していま
す。また、事業部側にも、人事視点を持ちながら事業戦略を遂行
していく役割の担当者（事業部 CHRO）を設置しています。
　HRBPと事業部 CHRO が密に連携を取ることで、事業に関わ
る人や組織の課題を設定し、それらの課題を解決すべく事業部・
本部ごとに人事施策を導入しながら、事業戦略の遂行を加速し
ています。

「HRBP」と「事業部 CHRO」の連携

人財開発に対する基本的な考え方
　NAGASEグループでは、人財開発をグループの成長を支える
経営基盤の強化と捉えています。グループの総合機能の発揮に
向け、グループ合同での階層別研修、海外現地スタッフ向け研修の
充実を通じて、グループ一体となった人財開発を目指しています。

強化ポイント
　様々な育成施策の中でも以下 3 点が大きなポイントとなって
います。今後も外部環境の変化やNAGASEグループの戦略にあ
わせ、必要な強化を図っていきます。
❶ 公募型研修の充実

NAGASE が強い集団であるために必要な知識・スキルを獲得
するための学ぶ機会を多く導入。各界の著名人を招いての講
演会も実施

❷ 海外現地スタッフ教育の強化
グローバル人財ポートフォリオの可視化、サクセッションプラン
強化に加え、海外現地スタッフの育成プログラムを強化

❸ 海外研修制度のグローバル化
これまで日本の社員を海外に派遣していた「海外ビジネス実
務研修」を、海外から日本、海外から海外も含めクロスボー
ダーに実施できるよう改定

人財開発

As is, To be

従来より、階層別研修を中心に学びの
機会を提供。若手層は社会人基礎力
など、中堅層は経営リテラシー・リー
ダーシップ、マネージャー層には経営
者としての視座・スキルや組織マネジ
メントなどを学ぶ育成体系を構築し
ています。

• 事業戦略と人事戦略が連動した人
財獲得・育成ができている状態

• グローバルレベルでのタレントの可視
化と適所適材が実現できている状態

• 多様な人財が成長できる環境が整え
られている状態

As is To be （2025 年度“ありたい姿”）

人財開発研修制度

従業員 1 人あたり（2023 年度）

年間教育研修費用

時間

��.� 万円

��.� 時間

人財開発研修制度（公募型研修他）

海外ビジネス実務研修

社外研修・セミナーへの
派遣（公募、選抜）

ダイバーシティ研修

自己啓発への支援

海外のグループ会社等で研修をする制度

NAGASEのD&I 推進のため、多様な人材が活躍でき
る組織について考える機会を提供

ビジネススクールへの派遣に加え、リベラルアーツ系
の研修への派遣を追加

• 会社認定プログラムへの費用支援制度
• 各種資格等の取得支援制度（受験料補助、教材提

供、勉強会など切磋琢磨する機会の提供）
• 資格取得奨励金制度

制度 概要

女性管理職比率 �.�% �.�% �.�% �.�% 以上

　今後も性別のみならず国籍や宗教などダイバーシティあふれ
る従業員がそれぞれの働き方を追求できる職場を目指して継続
開催していきます。

　女性総合職人財の「定着」にフォーカスした様々な施策を行う
活 動 を「N-Circle」と称し2023 年 度より活 動 を開 始しました。
2023 年度は、女性総合職を4 ～ 6 名ずつのグループに分け座談
会を実施し、女性総合職同士の社内ネットワークの形成や、長瀬
産業のさらなる女性活躍推進に向けた意見交換を行いました。
活動を通じて、女性総合職にとってより働きやすく活躍できる環
境を整えるとともに、社内外のロールモデルに目を向ける機会
をつくることで、将来の管理職候補を増やしていきたいと考えて
います。

　女性活躍推進に関するモニタリング指標として、2025 年度末
までに長瀬産業（単体）における総合職女性採用比率 30％以上、
女性管理職比率 6％以上の2つの目標を掲げております。2023
年度の総合職女性採用比率は 25％、女性管理職比率は 5％とな
りました。2025 年度の目標達成に向け今後も様々な取り組みを
進めていきます。

ダイバーシティの推進

KPIと実績推移

　部課長クラスを対象としたダイバーシティ・マネジメント研修
を2023 年度より開始し、定期的に実施しています。多様性のあ
る組織を作る戦略上の意味合いを理解し、多様な人財をマネジ
メントするポイントを理解することを目的とした研修で、第 1 回目
は、D&I を推進する意義や多様な部下の育成などについて議論
し、現行の組織課題について深く考える場としました。

　第 2 回目では、女性の身体・生理的課題や組織・環境的な課
題解決に取り組む一般社団法人 Women’s Waysより講師を招
き、男女の身体的・心理的違いなどについて学びました。長瀬産
業およびグループ会社より統括者約 130 名が参加し、活発なディ
スカッションを行いました。

統括者向け　ダイバーシティ・マネジメント研修

ジェンダーギャップ解消に向けたN-Circle 活動

As is, To be

人的資本戦略を実現する上で、ダイ
バーシティは重要かつ不可欠な要素
の一つであると認識しています。なか
でも女性活躍を優先順位の高い課題
として捉え、女性総合職の採用や管理
職への登用、活躍の機会の拡充に取
り組んでいます。

• 女性活躍のみならず多様な個性が
輝き、挑戦し続ける文化、風土が醸
成されている状態

• 多様性のある集団へトランスフォー
ムしていくことで、イノベーション創
出とリスク管理の両面を進化させて
いる状態

As is To be （2025 年度“ありたい姿”）

総合職女性採用比率 ��% ��% ��% ��% 以上

�� 年度 �� 年度 �� 年度 �� 年度目標

MBA
基礎習得

プログラム海外ビジネス
実務研修

導入研修

基礎実務講座

�年目フォローアップ研修

リーダー
シップ
研修 

実務研修
MBA

基礎習得
プログラム 

キャリア研修Ⅰ

担当

課統括
課統括候補

課統括候補

担当

役職
キャリア・ディベロップメント職掌

新任統括者
研修

NAGASE 
Management 

Program

国内外ビジネス
スクール

国内ビジネス
スクール

マネジメント
研修

キャリア研修Ⅱ

公募研修選抜研修必須研修

公募研修選抜研修必須研修

部統括候補

課統括

部統括以上

役職
マネジメント職掌・スペシャリスト職掌
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｜　価値創造の実践　〜企業風土の変革／変革を支える機能〜　｜



　NAGASEグループでは、グループ従業員の健康の維持向上を
支援すべく「NAGASE 健康宣言」を策定・公表し、これを推進して
います。長瀬産業では健康増進の取り組みをもとに、特に優良
な健康経営を実践している法人を顕彰する制度である健康経営
優良法人の認定取得を2018 年度より継続しています。その取り
組みはグループにも拡大し現在は長瀬産業を含め計 7 社が認定
取得しています。
　具体的な取組みの一つとして、健康保険組合と協業し従業員
及びその家族を対象とした「オンライン禁煙プログラム」を推進、
プログラム終了まで自己負担なしで受診可能としております。
2023 年度より禁煙サポートの施策として「NAGASE 禁煙塾」を年
に2 回実施しており、グループ社員を含め参加者の約 8 割の方が
禁煙に成功しています。そのほか、世界禁煙デー（5/31）に始ま
る禁煙週間を「NAGASE 禁煙週間」とし喫煙室を利用禁止とする
ことで喫煙と職場環境を考える機会としています。

働き方改革

健康経営の推進

　東京、大阪、名古屋の各事業所において、視覚障がいを持つ
マッサージ師によるマッサージ室を設置しています。従業員は自
由に利用でき、福利厚生の向上に貢献しています。その他、清掃
や在宅による入力業務等、各々の障がい特性に合わせた雇用を
実現しています。また、2022 年 8 月より（株）エスプールプラスが
運営する屋内農園「わーくはぴねす農園 Plus 横浜」（横浜市）に
て就 農 による雇 用 を開 始し、親しみ を持ってもらうた め に

「NAGASEまごころグリーンファーム」と命名しました。屋内農園
の水耕栽培設備で葉もの野菜を栽培しており、収穫した野菜は、
障がい者雇用への理解促進のために、グループ会社を含めた従
業員に配布し、交流の機会となっています。

障がい者雇用

　NAGASEでは、グループ全体の生産性・ワークライフバランス
を高めていくために、個々の従業員が生産性・効率性を踏まえた
メリハリのある働き方をすることが重要と考えています。
　2022年より長瀬産業東京本社で導入したABW（アクティビティ・
ベースド・ワークプレイス）は、これから行う業務の内容・状況に応
じて、最もパフォーマンスが発揮できる場所を従業員自ら選択で
き、スペースを従業員全員で共有するオフィスです。2023～2024
年度には名古屋、大阪でもオフィス環境をアップデートしています。

ABW（アクティビティ・ベースド・ワークプレイス）

　育児・介護などと仕事の両立支援のための制度・施策の拡充に
より、社員が働き続けられる風土の醸成にも注力しています。近
年では、育児休業を取得する男性従業員一人当たりの取得日数
が増加しています。また従来は、一部の研究職に限定して導入し
ていたフレックス制度も、子育てや介護をしながら働く層に拡大し
ました。

育児・介護と仕事の両立支援

As is, To be

快適で安全で、創造性を発揮出来る
ワークプレイスや働き方の実現に向
け、“社 員 が創 造 性を発 揮 出 来るオ
フィス”や、“時間や場所にとらわれな
い働き方を実現出来る制度”の整備を
進めています。

• 階層や組織の壁を取り除いた縦と横
のコミュニケーションの活性化によ
るイノベーション創造ができている
状態

• 多様性に富んだ人財が自分らしく活
躍できる環境・風土が醸成され、より
柔軟な働き方ができる制度も拡充し
ている状態

As is To be （2025 年度“ありたい姿”）

男性社員の育児休業取得実績

　グローバルにNAGASEグループの人事戦略を浸透させ、拠点
間が連携して戦略を推進することを目的に、2020 年から人事部
門のグローバル会議を2ヶ月ごとにオンラインで開催しています。

「Talent Management」「Employee Engagement」などのアジェン
ダについて、日本の発想にとらわれず意見を出し合うことで、グ
ローバル戦略をより各エリアの実情に合った施策へと落とし
込んでいます。

　国内グループにおいては、制度改定や最新の人事関連の法改
正等に関して情報交換をする場として国内グループ各社の人事
担当者で定期的に勉強会を行っています。2023年度は、国内グ
ループ会社 17 社より約 80 名が参加しました。法規制などの情報
共有に加え、「エンゲージメント向上施策」と「評価制度・目標設
定」をテーマにディスカッションを行い、グループ会社各社の課題
共有と共に、グループ全体の人事機能の強化、底上げを図ってい
ます。
　また、人事総務関連のニュースやグループ各社の取り組みを
四半期ごとに『Jinso Pics』として国内グループ会社に配信し、各
社と継続的なコミュニケーションを行っています。重要な施策や
情報をグループ各社とタイムリーに共有することで、NAGASEグ
ループの人事が一体となって経営戦略と連動した組織運営や各
種施策の実行を支えています。

様々な人事施策

　激しい環境変化の中で変革を推進するイノベーティブでグ
ローバルな人財の強化を目的として、長瀬産業では、2024 年 4
月より新たな人事制度の運用を開始しました。新制度では役割
等級と職務等級を導入することで役職者の年功的運用を廃止
し、役割・職務を明確化して処遇との連動性を高めることで、よ
りダイナミックな人財配置と登用、多様な高度専門人財の獲得
と登用を行うことが可能となりました。
　将来のグループ経営を担うマネジメント人財と、高度な専門性
を突き詰めるスペシャリスト人財がそれぞれのキャリアパスを描
き、多様な個性と価値観を持つ社員一人ひとりが自分らしく成長
し活躍できる場を提供する制度として効果的に運用を進めてい
きます。

新たな人事制度の導入

人事戦略のグループ浸透As is, To be

多様な個性と挑戦を許容する文化や
風土の醸成のため、社員がそれぞれ
の能力や希望にそった働き方やキャリ
ア開発を実践し、満足度高く働くこと
が企業として持続可能な成長と発展
につながると考え、人事制度の改定、
グループ内での人事戦略・施策の共
有を推進しています。

• マネジメント人財とスペシャリスト人
財が、それぞれ働きがいをもって活
躍できている状態

• 国内外のグループ会社で人事戦略を
共有し、コミュニケーションを活性化
させることで相互理解につなげ、当
社グループで連携ができている状態

• 経営戦略と連動した制度設計や導
入がグループ内に於いて推進されて
いる状態

As is To be （2025 年度“ありたい姿”）

『役割等級制度』 『職務等級制度』
スペシャリスト職掌マネジメント職掌

課長相当

キャリア・ディベロップメント職掌

部長相当

事業部長相当

職務記述書

職務記述書

職務記述書
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　NAGASEグループは、2023年10月に開催された「第18回高校
化学グランドコンテスト」に特別協賛しました。同コンテスト
で「NAGASE賞」を受賞した静岡北高等学校の科学部水質班の皆
さんを長瀬産業東京本社に招いて、受賞した研究テーマ「排水
からリン肥料をつくる」の研究過程における苦労や気づき、さ
らには、化学を通じた社会課題解決への想いや将来について、
社長と語り合ってもらいました。

とことん突き詰めた研究内容をどう周囲に伝えていく？

上島● 第18回高校化学グランドコンテストでの「NAGASE賞」の
受賞、おめでとうございます。あらためて、「廃水からリン肥料
をつくる」って、すごいことを思いつきましたね。
山下● ありがとうございます。数年前に科学部の先輩方が鉄を
用いたリン酸の回収技術の特許を出願しました。それを知った
自動車部品会社から、ニッケルメッキの亜リン酸の回収と、リ
ン酸の抽出ができないかと相談を受けました。ニッケルメッキ
廃液には、環境汚染物質が高濃度で含まれていますが、適切な
処理方法が確立されていませんでした。この研究が成功すれば、
環境保全や処分コストの削減ができます。さらに、廃液からリ
ン酸を抽出することで肥料への転用ができ、必ず社会の役に立
つと思い研究を続けました。2年かけて、ようやく目標としてい
たレベルの結果が出せたと思います。

上島● 高校生で、このレベルの実験を計画的に実行できている
ことに驚きました。研究の中で印象に残っていることはありま
すか。
山下● 亜リン酸の空気酸化が最大の難所でした。触媒を設計す
る必要がありましたが、長い期間、思うような成果が得られず
苦労しました。銅・鉄・スズ・硝酸・臭素・ヨウ素・ビタミンCな
どの、教科書に書いてある全ての触媒を試して、ようやく酸化
還元が連続する触媒メカニズムを発見しました。発見した時の
衝撃と感動は忘れられません。
遠藤● そこまで突き詰めて研究して、いざ大会で発表しようと
いう時に、「この仕組みを、一般の方に理解してもらえるのか」
という課題が浮上しました。様々な大会に出場する中で、どう
表現すれば私たちの言いたい事が伝わるか、失敗を繰り返しな
がら模索して……。会場の反応から、「言いたい事が伝わった」
と感じた瞬間は、嬉しさと大きな手ごたえを感じました。
上島● 相手に理解してもらうって本当に難しいですよね。私の
考え方のベースには「人みな師なり」というのがあって。今、目
の前で話してくれている相手は、僕の代わりに別の人生を生き
てくれている人だと思って話を聞くようにしています。そうす
ると興味を持って聞き入ることができます。ただし、多くの人
はそんな風に人の話を聞かない。だから興味を持ってもらうた
めに試行錯誤するというのは、すごく良い経験だと思います。
皆さんはひとつのチームだから、お互いの意見によく耳を傾け

特集 ▶ 上島社長×高校生座談会

人と地球のウェルビーイングのために
化学ができること

長瀬産業株式会社
代表取締役社長

上島 宏之

静岡北高校 科学部 2年生

萩原 健登さん
静岡北高校 科学部 2年生

山下 颯斗さん

静岡北高校 科学部 3年生

遠藤 剛士さん

　高校化学グランドコンテストは、高校生および工業高等専門学校生（3年生以下）が行ってい
る学習研究活動を支援し、高校生自らが自主的な探究活動を楽しみながら科学的な創造力を培
い、将来、科学分野で活躍できる人材の育成を目指した教育支援プログラム。

　NAGASEは2019年の第16回大会から毎年協賛。第18回大会で協賛企業賞として、静岡北高等
学校（科学部水質班）の皆さんに「NAGASE賞」を授与しました。「NAGASE賞」は、当社のスローガ
ンである“Delivering next.”を体現し、ワクワクする未来につながる研究を表彰するもので、静
岡北高校の研究は、社会課題へのアプローチや環境配慮、実用性、ビジネス化を視野に入れて
いる点などを高く評価しました。

　学校法人静岡理工科大学のグループであり、文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール
（SSH）指定校。科学部にはおよそ100名が所属し、化学・生物・地学の分野について研究活動を

しています。
　科学部水質班の「工場排水を浄化しながらリン肥料を製造する方法」の研究は、NAGASE賞の
獲得という功績にとどまらず、同グラコンでは全国2位に当たる「化学未来賞」を受賞。さらに、
2024年1月28日～2月2日に開催された台湾国際科学フェア2024において、見事、化学部門1等
賞（First Award）を獲得しました。

NAGASE賞を受賞した静岡北高校とは？

高校化学グランドコンテストとは？

｜　価値創造の実践　〜企業風土の変革／変革を支える機能〜　｜　
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るようにしていますよね。チームにとっての目標はどんなもの
でしたか。

価値ある技術の実用化と採算性のバランスが難しい

萩原● 私たちは、「実用化できる技術の開発」を目標にしていま
す。また、モノに付加価値をつけて経済的価値を高めるのでは
なく、物質のリサイクルを通じて環境などの外部経済的な価値
を高めるものを研究対象としています。リサイクル技術の実用
化と、採算性のいずれも重視していて、実際に、今回受賞した技
術に置き換えて考えても、リンの含有量1kgの肥料の売価712円
のうち、材料費は124円です。環境適合性が高く採算が得られる
と思いますし、実用化しうる技術の開発といえると思っています。

上島● 素晴らしい考え方ですね。ビジネスする上で欠かせない
視点です。他にどんな研究をしているのですか。
山下● 気候変動、土壌、水質、海洋、大気の汚染、廃棄物などの
環境問題や、リン・淡水・天然ガス・石油・銅・レアアースなど
資源枯渇の問題がありますよね。私たちは特に気候変動と資源
枯渇などに関心を持って研究をしています。日本政府も2050年
カーボンニュートラル実現を目指していますから、私たちは大
気中の二酸化炭素を回収して、メタンなどの燃料やプラスチッ
クを合成できないかと思い、二酸化炭素回収技術と、メタン合
成技術に取り組んでいます。
上島● 二酸化炭素からメタンをつくる技術をやっているの？
それはすごいね。今、二酸化炭素をどう使うかっていうのが課
題になっているし、二酸化炭素をどう回収するのかとても気に
なります。

人と地球のウェルビーイングを最重要課題として

山下● ありがとうございます。長瀬産業もあらゆる事業を通じ
て社会課題の解決に貢献されていますが、今、最も重要だと考
えられているものを教えてください。

時代ですから、高い能力を持ち、目利きの良い人たちと、パー
トナーを組んで仕事をしたいと常々思っています。それくらい、
皆さんの考え方はすばらしいと思います。
萩原● とても嬉しいです。ありがとうございます。

「好き」×「役立つこと」で未来を描く

山下● 上島社長は、学生時代の経験が今どのように活きている
と思いますか。
上島● 私は元々、星や宇宙が好きで、高校で化学を勉強して、
あれだけ大きな宇宙を組成しているモノが化学だと知った時、
こんなに面白いことはないと思ったんです。知らないことを知
ることや、疑問に思ったことを因数分解して突き詰めていくの
が大好きだったので、まだまだ知らない面白いことに触れられ
るんだとワクワクして、化学の道に進み、今があります。ビジ
ネスにおいても、どうしたら人と人との間に化学反応が生まれ
るだろうかといつも考えています。根底にあるのはやはり、新
しいモノに興味を持つこと、疑問を持つこと、常識を疑うこと
だと思います。皆さんは将来、どんなことをしたいと思ってい
ますか。
萩原● 私は、メーカーに就職して研究職に就きたいと思ってい
ます。科学部に入って、リンの研究をして良い結果が出ると、「こ
の技術は絶対に社会の役に立つはずだ」という確信と達成感が
ありました。例えば、リンはメッキ材料ですが、カーテンに入
れると難燃性を与えます。このような付加機能つくり、それを
使って社会に役立つ物質を生み出したいと思っています。
遠藤● 私も同じく、今取り組んでいるリン肥料の研究が事業化
できれば、世界の食糧問題が少しでも改善されるのではないか
と思っています。リンの研究を続けていきたい思いがある一方
で、生物の特徴を人間社会の技術に落とし込む「バイオミメティ
クス」の技術や、古代生物、深海生物にも、とても興味がありま
す。いずれにしても人や社会の役に立つ研究がしたいと思って
います。
山下● 研究職以外では、薬剤師に興味があります。研究職であ

上島● 気候変動対策ですね。私は、「未来の子供たち」から借り
ている地球を今以上に綺麗にして返すことが使命だと思ってい
ます。カーボンニュートラル以上に、カーボンネガティブを考
えなければいけない。このまま地球温暖化が進めば、人々が安
心して暮らせる地球は保てないから、人と地球のウェルビー
イングを実現させるのが一番重要だと思っています。
山下● 長瀬産業は商社でありメーカーですが、研究開発のテー
マも、そういった重要視する社会課題を中心に選定されていま
すか。私たちもいつも悩むのですが、研究テーマをどこでどう
発掘してくるのか、教えてください。
上島● 当社は190年以上にわたって、常にお客様とパートナー
に寄り添って事業をしてきた会社です。お客様が困っているこ
とがないかを常に聞いて、それに応えるために業態変容を繰り
返してきました。京都の着物染工所に染料を納める事業からス
タートし、海外の進んだ技術や化学製品を取り入れて日本の化
学業界を支え、日本市場が拡大してきたタイミングでは海外企
業と合弁会社をつくって製造業始めて……といった風に。
遠藤● 鋭い感性を持って課題を見極め、自社が今何をすべきか
を考えられているのですね。
上島● 研究テーマはお客様のニーズから発掘していて、最近だ
とそれがほとんど社会や環境課題に絡むものになってきている
という感じです。そういう意味では、当社がずっと商社である
とも限らず、お客様のニーズに合わせて、業態を変容するかも
しれません。
遠藤● 私は授業では生物を専攻しているのですが、生物の世界
でも生き残っていくのはやっぱり、適応力が強い種ですよね。
ニーズや課題をきちんと見つける力と適応力の双方が重要なの
だと感じました。
上島● そうですね。だから皆さんが環境課題を解決する技術を
研究していることは、本当に目の付け所が良いと思います。も
しそれがうまく進めば、当社が出資して皆さんに研究開発をし
てもらい、当社が製造・販売することもあり得ますし、皆さん
と会社をつくるような未来を描くのも面白そうですね。今の時
代は高校生も社会人も、企業も個人も関係なく力を発揮できる

れば、海洋汚染の原因といわれるマイクロプラスチックとその
回収についても研究をしてみたいと思います。家の近くに駿河
湾があるのですが、ペットボトルなどのプラスチックごみが沢
山落ちているのを見て、プラスチックの分解性に疑問を持って
います。
上島● 3人とも素晴らしいですね。きちんと方針を持って、「こ
れがやりたい」と言える事自体がまずすごいことだと思います。
そういったことを考えられる場や環境を提供してくれた、ご家
族や学校の先生方にも感謝したいですね。

未来を担う若者は、人と出会い、世界を見てほしい

山下● はい、本当にありがたいと思っています。上島社長は、
「この地球は、未来からの借り物」という表現をされていますが、

私たちも含めた子供たちに期待されていることはありますか。
上島● ぜひ、いろんな人に会って話をしてほしいと思います。
同じ世代、同じ地域、同じコミュニティの中だけでコミュニケー
ションをしていると、凝り固まった思考になり、視野が狭くな
ります。そうすると、新しいものがなかなか生まれてこなくな
る。人と出会い、対話し、自分たちの持っている常識や固定概
念をどんどん覆していってほしいと思います。

山下● まさに今日のような機会ということでしょうか。
上島● そうですね。企業と企業、すなわち、人と人とをマッチン
グさせるのが私たちの仕事なので、皆さんに必要な人や企業と
ブリッジをかける役になれたらと思います。もう一つのお願い
は、世界を見てほしいということです。世界を見れば、日本の
素晴らしさ、自分の立ち位置がわかり、将来を考えるうえでも
視野が大いに広がると思います。今日、皆さんのお話を聞いて、
バイタリティと、パッションを感じてとても嬉しかったです。
ありがとうございました。
一同● ありがとうございました。
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